
令和８年３月１１日 

目黒区教育委員会教育長 宛て 

目黒区立東山中学校 

校長 西田 友幸 

令和７年度 目黒区立東山中学校 学校評価報告書 

 

１ 学校評価委員会の実施内容 

（１）第１回実施日時 令和７年６月２７日（金） 午後２時５０分～午後３時３０分 

            ・学校経営方針 

・今年度の取組 

（２）第２回実施日時 令和８年２月５日（木） 午後３時００分～午後３時４０分 

・今年の総括 

・学校評価アンケート集計結果考察について 

２ 参加者 校長、副校長、評議員５名 

 

３ 評価の結果等            ※四者…児童・生徒、保護者、地域の方、教職員のこと。 

評価項目 ◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む） 

次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

（学校運営協議会での意見） 

Ⅰ 学校全体について 

・学校の雰囲気、学習環

境、教職員の態度など

について、家庭・地域

との連携、地域人材の

活用などについて 

◎学校の雰囲気の肯定

的評価が保護者・地

域とものに 9 割以上

と向上した。学校ウ

ェブサイトの毎日の

発信が評価されてい

ると考えられる。 

●教職員の対応につい

て、生徒の肯定的評

価が 9 割後半に届い

ていない。 

⦿保護者の肯定的評価

が向上するも、生徒

の肯定的評価は微減

である。 

・kind time を活用した

生徒の個別対応を増

やして、生徒一人一人

の思いをつかみ、保護

者とも共有していく。 

・コミュニティ・スクー

ルとして、学校運営協

議会委員と連携して、

校長の学校経営方針

をより広く、分かりや

すく広めていく。 

・学校全体が落ち着い

ている。 

・多様な生徒を受け入

れる土壌が出来てい

ることが強みである。 

Ⅱ 教育目標について 

・教育目標、時程、教育内

容全体について 

◎教育目標の肯定的評

価が保護者・地域と

もに 9 割以上に向

上。キーワード「つよ

く」「かしこく」「あ

たたかく」が浸透し

ていると考えられ

・教育目標と学校経営

方針が四者にとって

より身近になる取組

を行う。 

①情報発信（学校ウェブ

サイトと H＆S）。 

②学年・学級経営への取

・教育目標に基づいて

学校がどのような取

組をして、どのような

生徒を育てたいのか

を引き続き発信して

ほしい。 



る。教職員の肯定的

評価が教育活動・教

育目標ともに 100％

を維持した。昨年度

から続く研究の取組

が浸透しているため

と考えられる。 

●教育活動の肯定的評

価が地域・生徒とも

に減少した。地域と

連携したボランティ

ア活動の周知不足が

考えられる。 

⦿教育目標の肯定的評

価は全体で向上する

も、教育活動の肯定

的評価の低下には対

応が必要であると考

える。 

組（学校・学年だより）

で取り扱う。 

Ⅲ 心の教育について 

・道徳科の授業の充実や

児童・生徒の道徳的実

践力の向上に向けた取

組について 

◎心の教育の肯定的評

価は生徒・保護者と

もに向上した。 

⦿教職員は心の教育の

肯定的評価が 100％

だが、保護者の数値

との乖離が課題。道

徳授業地区公開講座

を中心とした発信が

弱いと考える。 

・考え議論する道徳の

授業を続けるととも

に、学校・学校だより

等で保護者や地域に

むけて情報発信を行

う。 

 

Ⅳ 学習指導等について 

・学力の定着・向上に向

けた授業の改善・充実、

習熟度別指導、○○タ

イム、主体的に学習に

取り組む態度等の取組

について 

・職場体験等体験活動、

自然宿泊体験教室、 

キャリア教育等の充実

について 

◎教職員の学習指導・

情報端末活用の肯定

的評価が大きく向上

し、生徒の情報端末

活用の肯定的評価は

高水準を維持した。 

●保護者の学習指導・

情報端末活用の肯定

的評価がそれぞれ微

減だった。生徒の学

習指導評価も微減だ

・生徒のリテラシーを

はぐくみ、情報端末を

正しく活用出来るよ

うにする。学活や道徳

の時間で発達段階に

応じた考える授業を

実施する。 

・smart time で ICT を

活用した学習計画と

振り返り、他者参照を

行うことで、自己調整

・生徒同士が学び合う

雰囲気を大切にして

ほしい。 

・学習につまずいてい

る生徒に対する具体

的な手立てを示して

ほしい。 

・自分から相談に行け

ない生徒もいること

を知っておいてほし

い。 



った。 

⦿教職員の評価は向上

したが、保護者・生徒

の満足度低下が課題

である。アンケート

で情報端末の学習面

以外での使用の懸念

が指摘されている。 

力の育成を行う。 

・生活指導と関連付け

たリテラシー教育の

推進を行う。 

Ⅴ 体育・健康教育につ

いて 

・体力向上、健康の促

進に向けた取組について  

◎生徒の肯定的評価が

8 割後半に向上。体

育・健康教育の充実

が評価された。教職

員の肯定的評価は 9

割以上を維持してい

る。 

●保護者・教職員の肯

定的評価がそれぞれ

微減だった。取り組

みの効果が十分に伝

わっていない。 

⦿生徒の肯定的評価は

向上したが、保護者

評価の低下が課題で

ある。体育・健康教育

について具体的な改

善策が必要である。 

・学校の取組（めぐろこ

こカラダシートの活

用、保健体育の授業、

出前授業）引き続き行

い、情報発信してい

く。 

・保護者の願いを知る

ために、学校公開や運

動会のアンケート項

目に、「体力向上」「健

康の促進」を取り入れ

る。 

 

Ⅵ 特別活動について 

・学校行事の充実、異学

年交流活動、クラブ・

部活動の充実などにつ

いて 

◎保護者・地域の肯定

的評価がそれぞれ向

上した。教職員の肯

定評価は 100％を維

持し、学校行事の充

実が評価された。 

●生徒の肯定的評価が

低下した。異学年交

流や部活動の満足度

が課題と考える。 

⦿地域・保護者の肯定

的評価は向上した

が、生徒の肯定的評

価の低下の分析が必

・strong time の部長会

を軸に、部活動の充実

に取り組む。部長会で

出た意見を参考に、部

活動の在り方を検討

していく。 

・コミュニティ・スクー

ルとして、学校運営協

議会委員と連携して、

学校行事の充実を図

る。 

 



要。活動内容の見直

しや生徒の意見を反

映させる手立てが必

要だと考える。 

Ⅶ 学校生活全般について 

＜生活指導＞ 

・生活規律の徹底、いじ

めや不登校の現状と対

応、教員の関わり方、

特別支援教育への取組

などについて 

◎保護者・生徒・地域の

肯定的評価がそれぞ

れ向上した。生活指

導や特別支援教育の

取組が評価されたた

めと考える。 

●教職員の肯定的評価

は微増したが、さら

なる生活規律の徹底

が必要である。 

⦿全体的に評価は向上

したが、いじめや不

登校対応の継続的改

善が課題である。生

徒の主体性を育む取

組の強化が必要であ

ると考える。 

・東山ブランドの一つ

である「TPO をわき

まえる」を生徒・教職

員にさらに浸透させ

る。 

・特別支援教育の充実

（東山ルーム、カイン

ドルームの運用）を進

める。 

・校内別室登校の支援

員と先生方の連携を

大切にしてほしい。 

・生徒に安心できる場

所や人が見付けられ

るようにしてほしい。 

＜防災教育・安全指導＞ 

・事故や災害に関する安

全教育や情報モラル教

育の充実、安全管理な

どについて 

◎保護者の肯定的評価

が安全教育・事件防

止が向上した。教職

員の肯定的評価は全

体的に向上。生徒の

肯定的評価は安全教

育において微増し

た。 

●生徒の肯定的評価は

高水準ではあるが、

生徒がどれほど理解

しているか分析する

必要がある。 

⦿全体的に評価は向上

したが、情報モラル教

育の充実と地域連携が

課題である。 

・救急救命講習の全学

年実施を引き続き実

施する。 

・情報モラル教育を充

実させるために、セー

フティ教室において

家庭や地域と連携す

る場面を設定する。 

 



＜幼・保・小・中連携＞ 

・中学校や同じ中学校区

の小学校との連携につ

いて 

・近隣の幼稚園・保育園

との連携について 

◎保護者・教職員の肯

定的評価がそれぞれ

向上した。小中連携

の取り組みが保護

者・教職員に高く評

価されている。 

●小・中連携の具体的

な効果を保護者や地

域に広く共有する必

要がある。 

⦿評価は向上したが、

連携の具体的成果を

生徒・地域に伝える

工夫が必要である。

連携活動の継続的な

改善と広報強化が必

要だと考える。 

・生徒による小学校運

動会でのボランティ

アや近隣幼稚園での

実習を引き続き実施

する。 

・学校ウェブサイトや

学校・学年だよりで定

期的に情報発信する。 

 

Ⅷ 情報の発信 

・学校の情報発信の充実

について 

◎教職員の肯定的評価

は 100％を維持して

いる。情報発信の充

実が高く評価されて

いる。保護者の肯定

的評価は 9 割以上と

高水準を維持してい

る。 

●地域の肯定的評価が

微減だった。地域へ

の情報発信の工夫が

必要である。情報発

信の効果を生徒視点

で改善することも検

討する。 

⦿保護者の肯定的評価

は安定しているが、

地域の低下の分析が

必要である。情報発

信のタイミングを含

む改善点を考える。 

・学校ウェブサイトは

教員による当番制で、

毎日更新することが

出来ている。今後も毎

日の学校の様子を発

信していく。行事では

閲覧数が大きく増え

る。このことを活かし

て、学校経営方針が伝

わるように工夫した

内容にする。 

・コミュニティ・スクー

ルとして、学校運営協

議会委員と連携して、

学校の課題解決につ

いて協議し実行する。 

 



Ⅸ 教員の人材育成につ

いて 

・日常の職務をとおして

専門性と協働性の育

成、教育公務員の自覚

について 

◎令和 6 年度・令和 7

年度ともに教職員は

100％の肯定的評価

を維持した。教員の

人材育成が高く評価

されている。専門性

や協働性の育成、教

育公務員としての自

覚が十分に浸透して

いる。 

●現状維持に満足せ

ず、さらなる専門性

向上や新たな課題へ

の対応が求められ

る。100％の評価を維

持するため、継続的

な取り組みと改善が

必要である。 

⦿高評価を維持してい

るが、時代の変化に

対応した人材育成の

工夫が必要。教職員

間の協働をさらに深

め、より高い教育効

果を目指すことが重

要である。 

・研究開発学校として、

教員全員が学校改善

に取り組んでいる。特

に授業改善の場面で

は、初任者からキャリ

アの長い者まで活発

な協議が出来ている

ので引き続き実施し

ていく。 

 

Ⅹ 教員の働き方改革に

ついて 

・校務支援システムの活

用、「チーム学校」を意

識した業務分担等、組

織的な業務の効率化・

最適化について 

◎教職員の肯定的評価

が向上した。働き方

改革が大きく進展し

ている。校務支援シ

ステムや業務分担が

効果的に機能し、教

職員に評価されてい

る。 

●全ての教職員に業務

効率化等の取組が行

き届いていない可能

性がある。業務分担

やシステム活用のさ

らなる改善が必要な

・時差勤務や在宅勤務

を適切に運用する。 

・kind time 内での会議

や、積極的な有給休暇

の取得を進める。 

・教育現場に合った働

き方改革を進めてほ

しい。 

・働き方改革が先行し

すぎて先生方が働き

にくくならないよう

にしてほしい。 



部分が残っている。 

⦿働き方改革は成果を

上げているが、全教

職員が満足する環境

整備が課題である。

改革の進捗を継続

し、個別の課題を解

消する取り組みが求

められる。 

Ⅺ 服務事故の防止につ

いて 

・服務事故防止に向けた

取組などについて 

◎教職員の令和 7 年度

の 肯 定 的 評 価 が

100％。服務事故防止

の取り組みが全教職

員に評価されてい

る。教職員全員が服

務事故防止の重要性

を理解し、取り組み

が浸透している。 

●今後も 100％の評価

を維持するため、継

続的な取り組みと意

識向上が必要。実際

の行動や意識が評価

に伴っているか、定

期的な確認が求めら

れる。 

⦿高評価を維持するた

め、具体的な事例や

研修内容の充実が重

要。教職員間での情

報共有を強化し、服

務事故防止の徹底を

図る必要がある。 

・年間計画に基づいて、

計画的な服務事故防

止を実施する。 

 

 


